
令和3年1月29日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。
４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活
用した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。
２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかっ
た。
１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

1
１：
60%
未満

Ｄ
持久走の取り組みを通して、児童の体力が
向上するように指導する。

1

4

○英語の授業は、ALTのネイティブな
英語表現や発音に触れることができ
た。授業以外で、ALTとの触れ合うい
機会を増やすことができなかった。
○グループによる実験等が実施でき
ずに体験活動を展開するのに苦慮し
た単元が多かった。
○タブレットを使用した授業をどの教
員も積極的に行っていた。
○体力テストを実施することができな
かった。
○持久走大会は中止となった。

【改善策】
○コロナウイルスの影響が今後も続
くのであれば、よりICT機器を活用す
る環境を整えていく必要がある。
○コロナ対策として、集団での学習や
異学年交流等が制約されたため、実
施困難な事柄が多かった。人数制限
や時間をずらす等対策を講じる必要
がある。

Ａ 6

○この状況下での対応はご苦労だったと感じます。学校全体
が団結して乗り切ってください。
○コロナの影響下においては、よく頑張ったと思います。
○コロナの影響で諸行事が制約される中ですので、目標を達
成させるのは大変かと思います。先生方のご苦労とストレス、
子ども達も同様ですね。今後ともよろしくお願い致します。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

2
３：
70%
以上

Ｂ 3

Ｃ 1

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

2

保護者による学校生活
アンケートにおいて、
「教え方を工夫して分
かりやすく教えてい
る。」の項目に回答した
保護者の割合

 
アンケート集計数
在籍数　６３５名
回収数　５０５名
回収率　７９．５％

４：
80%
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

4

◯全校朝会を活用してきまりについ
て振り返る時間を確保し、生活指導
主任を中心にきまり津について考え
る指導を行った。また、、年間を通し
て朝のあいさつについて振り返りを
行った。

○年３回の「いじめアンケート調査」を
基に、いじめの早期発見、未然防止
に取り組むことができた。

〇組織的な取り組みを継続してきた
結果、児童が「いじめはいけないこ
と」と認識できている。

○児童アンケート調査「きまりを守っ
て生活することができた」の項目で、
９３％の児童が良くできたと答えてい
た。

【今後の改善策】
○引き続き全校で「朝のあいさつ運
動」を更に充実させ、日常の挨拶の
励行を図る。

○各調査結果から一人ひとりの児童
の状況を把握し、必要に応じて担任
やカウンセラーが面談するなどきめ
細やかに対応し、不登校ゼロを目指
す。

○年度初めに小中共通のルールや

4

3

3

4

◯教科主任を中心に他校の指導教
諭模範授業に積極的に参加し自身
の授業改善に努めた（コロナの影響
で中止になったものもあった）。報告
会も適宜実施できた。

○初任者～３年次までの教員を中心
に、若手研修会を実施した。２校目の
教員も参加し、授業公開を通して学
習指導力が高まりつつある（授業改
善セミナーは中止）。

○保護者アンケートでは、「よりよい
授業づくりに取り組んでいる」の項目
で、８９％が良くできていると答えてい
る。

【今後の改善策】
○特別支援教育の充実を図るため
に、特別支援教室の教員とより一層
の連携を図ると共に、専門家を招い
た研修会を企画していく。

３：
70%
以上

２：
60%
以上

１：
60%
未満

3

4

3

3

4

4

3
5

4

１：
60%
未満

○引き続きお願いいたします。
○コロナの影響で諸行事が制約される中ですので、目標を達
成させるのは大変かと思います。先生方のご苦労とストレス、
子ども達も同様ですね。今後ともよろしくお願い致します。

○マラソン大会中止は残念ですね。
○コロナの影響で諸行事が制約される中ですので、目標を達
成させるのは大変かと思います。先生方のご苦労とストレス、
子ども達も同様ですね。今後ともよろしくお願い致します。
○行事が中止になったのは残念です。代替案があれば良
かったですが、短い期間で難しかったと思います。

○更なる自己研鑽に期待します。
○コロナの影響で諸行事が制約される中ですので、目標を達
成させるのは大変かと思います。先生方のご苦労とストレス、
子ども達も同様ですね。今後ともよろしくお願い致します。

2

1

2

体育的行事、休み時間など様々な機会を
通して運動習慣の確立を推進する。

○年度早々自宅学習となり、先生方も色々大変だったかと。
その中でこのような結果を得られたことはうれしく思います。
○コロナの影響で諸行事が制約される中ですので、目標を達
成させるのは大変かと思います。先生方のご苦労とストレス、
子ども達も同様ですね。今後ともよろしくお願い致します。

○学習カルテを基に、個のつまずき
について話し合い、指導してきた。
○算数科で習熟度別少人数指導を
行い、個に応じた指導と基礎基本の
徹底に全校で取り組んだ。

○学力の二極化に伴い、下位層児童
を対象とした算数科の補習教室を土
曜日だけでなく平日放課後にも実施
し、基礎学力の定着に努めた。

〇国語科を研究教科と位置づけ学習
に取り組み、児童が主体的に活動す
る授業を全校で行った。

【今後の改善策】
○コロナ禍でも学習指導要領の内容
が実施されるよう、全校体制で年間
指導計画等を見直し計画的に教育課
程を実施していく。
○算数科で習熟度別少人数指導を
継続し学力の底上げを図る。

5

3

Ａ

Ｂ

1

Ｃ

Ｄ

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

校内の授業研究会と初任者・２・３年次教
員の授業研究会の研究内容や成果を自ら
の授業力向上に活かす。

4

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習指導講師等による算数・数学・英語の
補習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行う。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

4

3

4

Ａ

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

道徳や学級活動を通じて「ルールを守っ
て」「優しい心」で学校生活が過ごせるよう
に意図的に指導する。

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

計画的に問題解決学習を展開し課題を
もって学習に取り組み、解決することがで
きるようにする。

１：
60%
未満

3

Ｄ

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

4

4

２：
60%
以上

１：
60%
未満

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

4

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動
習慣の定着
による体力
の向上など、
生涯にわ
たって健康増
進を図る意
識の向上を
めざします。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

B

３：
70%
以上

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

4

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

○児童の活動等をホームページで月
一回以上更新してきた。また、年度途
中には給食の献立についてもホーム
ページで毎月更新するようになった。

〇コロナウイルスの影響もあり、地域
行事が軒並み中止になった中、生活
科探検や町工場見学等地域に触れ
る授業を行ってきた。保護者アンケー
トで肯定的な評価は８７％となり、昨
年度よりも向上している。

【今後の改善策】
○引き続き、コロナ対策を講じつつ、
地域行事実施があれば、参加の重要
性や開催日時の周知を指導・保護者
に伝えていく。また、地域を知る学習
を継続していく。

○コロナ禍におけるコミュニティーの制限は、児童にとってど
れだけの影響をもたらすか不安でしたが、何とか乗り切った感
じですね。１年間ありがとうございました。
○この１年間は、地域の行事も全くできず、子どもの様子も見
ることが出来ず残念でしたが、何か協力出来ることがありまし
たら、お手伝いしたいと思います。
○コロナの影響で諸行事が制約される中ですので、目標を達
成させるのは大変かと思います。先生方のご苦労とストレス、
子ども達も同様ですね。今後ともよろしくお願い致します。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

４：
80%
以上

2

3

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評
価に必要な学校の情報を適切に提供し、
適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等をホー
ムページ等で公開及び更新することによ
り、積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う
役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。

4

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

保護者による学校生活
アンケートにおいて「地
域と連携した授業を
行っている。」と回答し
た割合
アンケート集計数
在籍数　６３５名
回収数　５０５名
回収率　７９．５％

学校関係者記入欄

7

2

令和２年度　大田区立徳持小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有
用感などを高
めるととも
に、自他の生
命を尊重す
る心を育成
するなど、未
来への希望
に満ちた豊
かな心をはぐ
くみます。

プ
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　　【学校規模】　　◎学級数：２０学級　　◎児童数：６３７名（８月２３日現在）　　◎教員数：２７名　　◎所在地：大田区池上７－１８－１
　　【学校の特色】
　　　　◎児童は、明るく素直な子が多く、挨拶などの基本的生活習慣が低学年を中心に身に付いている。学力は、約８割の児童が基本的事項は理解できているが、二極化が進んでいる。
　　　　◎野球、ソフトボール、サッカー、卓球、バドミントン、バスケットボール、バレーボールの６団体が「ＴＳＡ（徳持スポーツアソシエイション）」という組織を構成し、児童の健全育成にあたっている。
　　　　◎体力向上を目指して、全校でのマラソン大会を実施し、保護者・地域・町会と連携して取り組んでいる。４～６年生は、学校周辺に周回コースを設定して実施している。
　　　　◎PTAと連携して毎朝集団登校を実施し、８時１０分には全校児童が登校完了をしている。また、朝遊びの時間を十分確保することで、生活リズムの形成と体力向上に取り組んでいる。

学校生活アンケートに
おいて「学校の決まり
を守って生活してい
る。」と回答した児童の
割合
アンケート集計数
在籍数　６３５名
回収数　５０５名
回収率　７９．５％
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保護者による学校生活
アンケートにおいて、授
業に対する肯定的な意
見の割合

アンケート集計数
在籍数　６３５名
回収数　５０５名
回収率　７９．５％

体育の授業や休み時
間において、児童の自
己評価により、努力し
た児童の割合
アンケート集計数
在籍数　６３５名
回収数　５０５名
回収率　７９．５％

Ａ

授業に関するアンケー
トにおいて「意欲的に
学習に取り組んでい
る。」と回答した児童の
割合
アンケート集計数
在籍数　６３５名
回収数　５０５名
回収率　７９．５％
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○コロナウイルスの影響で「一校一
取組」であるマラソン（持久走）に全校
で取り組むことができなかったが、体
育では、密になることを避けながら、
５分間走等学年の実態の応じて体力
向上に努めてきた。

〇小学生駅伝大会中止。

〇児童アンケート「体育の学習や体
育朝会・休み時間に一生懸命運動し
た」の項目では、肯定的な評価が８
６％と昨年度と同様であった。

【今後の改善策】
○自己の目標を明確にさせ、進んで
運動に取り組むような場緒設定や学
習カード等を工夫していく。技をス
モールステップ化する等、苦手意識を
なくすよう工夫していく。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。


